
?
 

〈＼a
げ、爪い二ト

l
〉

UUJhι 

~
 

ヒ・・、ふη
八円

｛~'-1 
.. ~
で

斗
(
 · .~

温 三
4

R
官
官
~

~"1
、

三
j

iゎ
i、占＇／
~

F
』

』
玲

、『
も
ム
ー

一
、

Ii:~；
咲

ti~
ド

寸五フ

震怜

ハ＼ご件八丈、、｝

~
 

'¥-!ti
想j

決＋子
4
も

対’ヘムηm

心

ρ

h， 吋む'-./ 

ィ躍ピ

匂尽
U愉恥時

,,,¥ 

口．
 ・．

．‘雪国
．

．
 

・
．

4
、

＇・
-・ 

"¥"
''' ．

 

、首唱叫河叫

MM瓜町吋
指名

M

－畿
eM

郎、

間んぬ呪

ー司
・

－’・

、、人．A

山およ

-
L
 

）
 

11H 

正1

，＼ 

．ぐ子、

ひ
＼、、

~
 

号
b

'*-)
 一，

’・．．
．，

、 ，
JαMν 

~· 

ゐ‘砕”すI
 

官界略事一rrts

時》i.;,
」

’：~. 
F
占i

~t 

14: 設－

WM符Jh

一本
州内～l守Q． m、へHハ心..__) 

・v・ 

~,I.I~ 

‘
J主主

~と，
e

、へそ＂・脚屈し
'1..＂、

1
‘Cコ

~g.恥~長

、RUM
－

」

~
 

小～川町＼
ノ



葛飾 ζI（中Ji／~〕

東京下ラム広工工易ぐ株）

日本件タ未金不ト（林〕

北 L.L( P呂田）、lI!Lフ

で、イカく
営？定量局員令

：軍曹工土嘉

守管2卒～3年比

ハ）ヘ

4忌

露詮

ぞ

..q 

s
 ．，．，‘ 

「＼ム＼

~ー／

全量
長ト

、島

t5 

々

’／
－

神風特エ文機
体 、長ソ



ダ土せ正式、ハ市と行政ハ・カ ζ・ 土~k""\;rょ支：事すJγ
む知事豊島区示 二k方「者l'J ;Ltん亡し k

ク

σ1 

て．、す

戦、iヰ乙合設之亡アλら札τ二万久L二官わっ乙
、半，

弘会ヒ -z:.t玖 jピー l主手五今Z負球1 乏仰い手刊一jよどした，

-lれ｜工終戦的天皇の詩、寸f

rtじtJ. 戦決死伺え・短命q

父二母く7写サ.v.:{・1)·~·aT.rセギ久
の応lt1ワゴ～7夏井ペプ手中l引は一
昭和 5年lZ月16日正

¥ l q 1 0 11.札 J

豊島之的と之ーヲ－）
TEL 3守＼（、 ο39之

パ守1土也ヱ笥 と－ ．．，，

時J~
【、』，J

80二f

戸

s'z.0. S.月～l明~ 14. 

J

一－vu／
へ
と
う
は
た
え
じ
い
わ
い

γ
ぐ
よ

j
舟

今

4es
f
h
r
T
片｛司、
ヮい
3
こ
b
』
ば

手‘
r
q
j｛
い
こ

k

p

2
z－
フ
；
み
／
八
・
4
明
治
4
戒
し
夜
八万ぢ

8与
i-3年
).Jj: 

I 2... ~i 

/6写
命令長

会事

亜

駒込措の架け雷えにあた

り、桜のデザインの導入

と、旧日光御成街道として

の歴史文侶の継承を要望。

で豊島 Z少年野球忠弘ペ｛為又IDI干

都邑車麓瓜叱点閉そ的資会令長 デヰ

夫E~T生保廷立抗議会 会予

－~f'ij ~ f ~ Q:_t工くすit暗示）筋議会令長

l o与
4年

民句込Z寸自殺手口会町会長

5句凶x.inlill.1削寸fie:根） 王宝1事長

！広明~J\l学校？了ベ会長

穿lo虫記青ヂヰ育六科、会

綜主？豊島 Z奇 ·b：平~良心

7豊島乙f号変可会 J士設すト＆.s-1

を雪之牛士全攻守手男、

－ ：時ii~ f告書~1；七ヨ圃

A
W

、
類
、
一
氏
す
す
子
午
U
1
4

，
良
品
川
氏
沿
い
乙
復
品
川
γ
－λ
長
U
苅
フ
‘

F
古
川
千
草
パ
，
ほ
J
J
J

一
れ
ヱ
停
に
フ

f
・て子－
e

－

E
身
、喰
lz
民
対
J
T
L
I
－－1
合’
7
1
ぇ

司

1
・

0
－
切
込
ヤ
ハ
・フ
ッ
ト
1
足
z
引

、Z
J

1

由

え

却

代

町

内

引
を
乙
材
一
件

1τ
な
l
t
，

『

案

功

、

正

仇

九

会

本

HZ

え
よ

J
、
キ
付

E

一
陵
町
け
じ
は
ひ
、
ζ
3
h
時
え
っ
h
ト

圃

－

G

討
手
全
o
点

じ

？

J

C
Z
？
o
A円
、
尚
一
小
点
一
月
。
；
r吋
ソ
旦
系

μ
ロ
一

－Z
P
オ
汁
ν
児
問
2
Y
1
γ

ご
雑
去

・S
l－置

今
Z
Cほ

aqに
ト
・
め
長
会
ベ
れ
で
よ
戸

叶

M
り

園

こ

h
’小

3
げ
百
ヨ
ド
め
号
乙
一ず
E
F
eet
－
L
－の
ひ
ず
れ
Z

M
』

l

O
山
手
江
川

3
h久
え

C
7
i
f
Z
E
4・

hu

一
止
十
伊
丹
‘
味
ぞ
淵
14
w

を
ん
於
町
、
守
』
八
主

刊
日
？

0
6
勾
横
尚
治
夫
？
殺
・
広
州

ふ

門

川

一

文

宇

一

－N
r
南
一
同
士
宮
1
主
一
杯

4
b

血

去

、

y
．

こ

の

日

首

る

関
t
寸
A
哀
向
ト
－

τ

一

口

ん

ミ

じ
め
い
足
式
に
に
小
す
付
h
d
U
5
1

『

M
M
回

q

－ぷ
1

0
8
同
庁
長
後
的
宗
主
ヘ
空
襲

』丸
二
台
一
，
一
疋
も
え
坪

T
i

h

z一
回

古

川

吋

何

ど

令

何

回

－R
k
y
uほ
出
入
れ
い

ゴ

一

＠

幸

λ
井
町
℃
足
原
り
は
瓜
防

l
E

角
崎
t
か
J
？
ゃ
れ
ま
す
何
同
罪

7

（

同
品
i

o
白
ヲ
ネ
一
吊
大
空
葉
山
2
J
一三筏

い
付
与
泣
発
ム
ん
し
一
則
寄
py
ょ，

F

込
ゐ
す
ぐ
汚

β

z

E

士

号

淀

げ

1
葱
角
r
吋
u
n
J
ユ
回

田

早

叩

判

凡

ι

市
平
え
q
都
政
宇
一

τ

河
川
E

見
h
v向
2
け

竹

ベ

J

ニホ・
F
号
、
危
ヒ
R

j

／日ナ
Q
β

ハ
ノ
占
星
岳
八
空
襲
出
品
ア
さ
位

向
υ
一

刻

、手
球
大
7
j．1
m淘
句
↑

－
E

今
げ
3
y
f
去
を
‘
・
神
戸
中
、
宇
い
て
吋
昔
、
ィ

リ

・

与

も

d
M川
、
ア
ム

4
県
壮
宥
2

3

k
l
o
d
t
Rハム｛
54
王
ね
寸

l

i

E

J

E

4

・，
？
の
せ
、
部
7

芙毛
z
h
l

司
川
町
｜

O
B
行
晶
ヱ
ロ
リ
ア
ぬ
よ
れ
久
ム
代
一

m

J

与

で

苛

灰

色

と

れ

す

角以

q戸
サ

ブ

モ

ミ

同

J

－A人
怜
守
人
的
，
J

J
5

一

呉

川

で

否

5仏

z
l－注切，
G

山
人
立

γ

r
El

o
計
百
八
先
エ
喝
号
雪
山
約
一
徴
＼

か」

γ
J守
っ
立
石
川
町
λ
え
よ
合
札
／
的
与
支

ι
；

J

一

？

2
7
4
手
間
五
六
、
（
つ
い
た
3

一言一明議乏

小
十
o

B
行
為
体
い
て
ゑ

Z
J一
翌
午

抗

υ
一

空

母

一’
強
気
仲
代
ネ
ェ
次
官
守ノ～

h
G
F
γ
一回

出

一

泉
・
ぶ
・
F
T件骨？
神
車
川

f
一
利
吉

一湾

d

2

4

県・い
’a，
弘

，

一
O

I
U

』

1
0
学
負
匂
完
勤
災
A
A

ア

一

一

口

川
一
、
を
生
？
三
宮
、
冷
冨
鈎
7
M

～

F

J

戸

、

ι室
内
旬

r
h
K
2
笠
え

『

由

契

主

－

Mm

ナ
広

U
け

ム

『

1

0

す
イ
ゲ
／
島
前
五

れ

一

軒

勺

子

一

行

k
F

はコ

巧
由
市
守
合
勾
マ
ワ
止
守
ユ
ぬ
鞍
、

但

ナ

心

り

7
Jえ
’
動
員
、
人
7
一r
－q，一

同
』
神
主
投
持
、
埼
ピ
壮
行
今
一

F
7

ト
ハ
一
止
片
ヲ
一
人
す
え
I
同
刻
、
持
γ
品
3
刈
A
町

二
o
ド
ウ
y
ツ
ト

ν5－
か
を
缶
乏
以

げ

一

－九ー来木、引
TL表
的
え
よ
、
？

d
u

一
也
官
、
何
人
で
幸
；
一
向
乙
荒
川
・

日
ア
j

河
川
肉

γ胤
常
化
株
主

σ2T

μ
』
十
町
。
大
東
受
払
デ
ぽ
じ
ま
3

川

一

明

叶

可

パ

り

イ

1

・
マ
レ
ー
オ
木
魚
吠

C

」
ア
［

い

マ
ν

l
半
島
攻
略
に
胸
L
ど
る

。
固
有
子
フ
ヅ
国
民
宣
告
ド
ア
キ

本
つ
J

〆
叫
『
力
－
吠
品
！
－
ほ
お
け
少
年
l
ゾ

尚
之
内
一
宇
容
を
え
る
船
E
A沙
刊
に
町

E
見

げ

〕

紀
元
｝
（
干
、
一
八
一
白
子
打
、

7
1

• 橋の掴干a~および歩道に
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産として！日橋梁の一部を

残存。

地下鉄7号線開通にあた

り、利用者の利便性と防

災のために、当地区への

出入り口設置を要望。同

時に地域文也継承の視点

から、駅施設への染井吉

野桜の展開を要望。
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た天井デザインを実現。
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